
授業コード E047601

科目ナンバリン
グコード E31306

第 1 週 ：

第 2 週 ：

第 3 週 ：

第 4 週 ：

第 5 週 ：

第 6 週 ：

第 7 週 ：

第 8 週 ：

第 9 週 ：

第10週：

パワーポイント　配布資料　
復習20分バートン大学現地授業の参加 本日の内容の復習

バートン大学現地授業の参加 本日の内容の復習

パワーポイント　配布資料　
復習20分バートン大学現地授業の参加 本日の内容の復習

パワーポイント　配布資料　
復習20分バートン大学現地授業の参加 本日の内容の復習

パワーポイント　配布資料　
復習20分

事前研修 本日の内容の復習

休日の過ごし方 パワーポイント　配布資料　
復習20分

バートン大学現地授業の参加 本日の内容の復習

必要な会話力について パワーポイント　配布資料　
復習20分

事前研修 本日の内容の復習

ホームステイ先での過ごし方 パワーポイント　配布資料　
復習20分

事前研修 本日の内容の復習

現地での授業スタイルについて パワーポイント　配布資料　
復習20分

事前研修 本日の内容の復習

○授業計画

学修内容 学修課題（予習・復習）

オリエンテーション イギリスについて予習

・英国について、バートン大学について、ホームスティについて　研修体験者からアドバイ
ス

配布資料

関連科目

授業の目的

バートン大学の短期集中語学研修によりグローバル人材の育成を目的としていますが英国での
ホームスティ及び現地での授業及び球児での異文化体験を通じて多様性について学んで欲しい
と考えています

授業の概要

現地ではプレゼンテーションが主になりますので、聞く力、考える力、伝える力、発表する力をつ
けるためにダレンウォール先生の英国と同じスタイルである完全な英語との会話のみで四つの
力を事前に身に付けられることを主としています。

受講心得
バートン大学短期研修者は必ず出席してください

教科書 とくにありません。。

参考文献及び指定
図書

必修・選択区分 選択 単位数 2

履修上の注意また
は履修条件

平成２８年度 授業シラバスの詳細内容

科目名（英） 短期集中語学研修

担当教員名 梅本　光一・鈴木　照夫・高　文局・ダレン　ウォール

配当学年 3 開講期 前期



第11週：

第12週：

第13週：

第14週：

第15週：

第16週：

【知識・理解】
基礎的な英語の会話力

【技能・表現・コミュニ
ケーション】

演習を通してチームメンバー同士のコミュニケーション能力を身につける。

【思考・判断・創
造】

知識と体験の中から、高いコミュニケーション能力を身につける。

地域志向科目 カテゴリー Ⅱ：地域での体験交流活動を教育内容に含む科目

備考

○単位を修得するために達成すべき到達目標

【関心・意欲・態
度】

積極的に異文化を体験する姿勢及び情報の収集

授業の運営方法

（１）授業の形式 「演習等形式」

（２）複数担当の場合の方式

（３）アクティブ・ラーニング 「アクティブ・ラーニング科目」

体験したことにより得たもの、今後の人生への活かし方

期末試験

バートン大学現地授業の参加 本日の内容の復習

パワーポイント　配布資料　
復習20分報告会 まとめ

テスト パワーポイント　配布資料　
復習20分

バートン大学現地授業の参加 本日の内容の復習

パワーポイント　配布資料　
復習20分

バートン大学現地授業の参加 本日の内容の復習

パワーポイント　配布資料　
復習20分バートン大学現地授業の参加 本日の内容の復習

パワーポイント　配布資料　
復習20分



合計欄 100点

○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安

成績評価方法 評価の実施方法と達成水準の目安

レポート・作品等
（提出物）

バートン大学から研修終了後に評価査定が送付される。聞く力、話す力、コミュニケーション力の
３つにおいて評価される

発表・その他
（無形成果）

【思考・判断・創造】
※「考え抜く力」を含む。

（「人間力」について）

※以上の観点に、「こころの力」（自己の能力を最大限に発揮するとともに、「自分自身」「他者」「自然」「文化」等との望ましい関係
を築き、人格の向上を目指す能力）と「職業能力」（職業観、読解力、論理的思考、表現能力など、産業界の一員となり地域・社会
に貢献するために必要な能力）を加えた能力が「人間力」です。

【知識・理解】
※「専門能力〈知識の獲得〉」を含

む。

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】
※「聞く力〉」「話す力」「コミュニケー 60点 　 20点

○成績評価基準（合計100点）

到達目標の各観点と成績評
価方法の関係および配点

期末試験・中間確認等
（テスト）

レポート・作品等
（提出物）

発表・その他
（無形成果）

【関心・意欲・態度】
※「学修に取り組む姿勢・意欲」

を含む。
　 20点


